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第 3 回 クラブフォーラム

テーマ（前半）会費増額
（後半）地区大会

第 1484 回例会 2024 年 1 月 31 日発行（No.1428）

本日の卓話（1月 31 日） 次回の卓話（2月 7日）

学校法人文京学院
名誉学院長

紹介者　田上睦深 会員

「夏目漱石の女性観」

島田 燁子 様
米山奨学生

「私のふるさと 深センの歩み」

陽　飛楽 君

（前半）会費増額

（後半）地区大会

1 月 24 日　第 1483 回例会報告

幹事報告

1．本日、第 3回クラブフォーラムを開催します。

テーマは（前半）会費増額 / （後半）地区大会

忌憚ないご意見をお聞かせください。

2．2 月 28 日（水）～ 29 日（木）は帝国ホテルでの

地区大会が開催されます。

また、フォーラムのテーマでもありますが、来

年度は当クラブがホストクラブとなりますので、

29 日（木）本会議には是非ともご参加をお願い

します。

スケジュールなどの問い合わせはクラブ事務局

へご確認下さい。

出　　席

会員数：46名　出席数：32名　欠席数：12 名

出席免除者数：2名

出席率：72.72％

1 月 10 日修正後出席率：76.74％

クラブゲスト：マーフィーさん（青少年交換留学生）



「3月 27 日例会変更のお知らせ」

3 月 27 日例会は、移動例会から通常の例会へ変更

となります。

会　　場： ホテルメトロポリタンエドモント 2F［波光の間］

 「地区大会見学報告会」　

例会時間： 12：30 ～ 14：00（※終了時間 30 分延長）
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寄付の報告

ロータリー財団寄付	 8 名	 191,000 円
米山特別寄付	 6 名	 45,000 円

のご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

ニコニコＢＯＸ	 13,000 円

累　　計	 700,915 円

ニコニコＢＯＸ

＊杉山和也会員

チョッと、いいことがありました。

＊篠﨑陽一会員

本日、早退させていただきます。

＊本郷　滋会員

青木さん、週刊ダイヤモン　信用金庫ランキング

で今年も西武信金が一位だとか。おめでとうござ

います。

＊齋藤陽彦会員	

特別記念のお祝いをありがとうございます。

（公財）ロータリー米山記念奨学会ニュース

【★	ハイライト	よねやま286 号	★】

2024 年 1 月 15 日発行

【今月のトピックス】

・	ベトナムの子どもたちを笑顔に

・	英語版リーフレット	改訂版が完成

・	寄付金速報	－下期普通寄付のお願い－

・	米山学友が世話クラブの会員に仲間入り！

《今月のピックアップ記事》

米山学友が世話クラブの会員に仲間入り！

米山奨学生がロータリー会員になることは大きな

喜びですが、かつて世話をした奨学生が自クラブの

メンバーとして仲間入りをすることは、この上ない

喜びのひとつ。これまでに 292 人の米山学友がロー

タリー会員となり、うち少なくとも 8 人が世話クラ

ブの会員となっています（事務局把握分）。

パブロ プーガさん（2006-08 ／東京広尾ＲＣ）の

ように、今年度クラブ会長を務める人も複数います。

そんな中、カウンセラーと交わした「いつか教授

になったら入会します」との約束を果たし、2022 年

から世話クラブ会員となった鄒艶華さん（2002-04

／西那須野ＲＣ）からのメッセージを紹介します。

世界中で活躍する「行動人」

2024 年 1 月

ロータリー WEB より抜粋

(https://www.rotary.org/ja/news-features)

「ネパール」

 小児科医で、ビルガンジ・ロータリークラブ元会

長のアナンド・ジャさんは、地元（カトマンズから

南に約 80 キロ）の子どもの多くが体重不足である

ことに気づきました。「ほとんどの親は、子どもに

牛乳しか与えません」とジャさんは言います。「そ

のため、主に鉄欠乏症の症状が見られました」。こ

の症状は食生活を改善すれば食事で容易に治せます。

2018 年以降、ジャさんは子どもの栄養に関する会議

を 11 回開催しており、毎回 80 人もの保護者が参加

しています。会議では、「どうすればジャンクフー

ドを食べさせないようにできるか」など、親たちが

直面する問題についての話しあいも行われます。「実

践的な解決策を提供するように努めています。親た

ちが犯す最も大きな過ちは、食生活を計画しないこ

と」で、食品の栄養価を考えていないことだとジャ

さんは言います。同クラブの会員が会議の運営を手

伝っています。

＜鄒艶華さんより＞

宇都宮大学工学部教授に昇進してすぐにカウンセ

ラーの関谷直人先生に報告し、翌月には入会手続き

をしました。自分が学生時代に支援を受けて研究に

専念できたので、今度は留学生を支援する立場に立

ちたいと考えています。

西那須野 RC は自宅や勤務先からは少し離れてい

ますが、奨学生時代から温かく見守っていただいて

おり、また最近、会員数が減少傾向であることも聞

き、少しでも貢献できればと思い入会しました。

※全文は、こちらよりご覧ください。

http://www.rotary-yoneyama.or.jp/content/up-

loads/summary/highlight286_pdf.pdf


